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二
〇
二
一
年
は
、平
安
時
代
の
は
じ
め
に
仏
教
界
に
新
風
を
も
た
ら
し
た

伝
教
大
師
最
澄
（
七
六
七
〜
八
二
二
）の
一
二
〇
〇
年
の
大
遠
忌
に
あ
た

り
ま
す
。
最
澄
は
「
悟
り
に
至
る
道
は
す
べ
て
の
人
に
開
か
れ
て
い
る
」
と
い

う
平
等
思
想
を
説
い
た
『
法
華
経
』
に
心
惹
か
れ
、こ
の
教
え
を
い
し
ず
え

と
す
る
天
台
宗
を
日
本
で
ひ
ろ
め
ま
し
た
。
東
に
は
琵
琶
湖
を
、西
に
は
京

の
都
を
見
下
ろ
す
比
叡
山
に
、最
澄
が
創
建
し
た
延
暦
寺
は
、日
本
史
上
、

多
く
の
高
僧
を
輩
出
し
、彼
ら
が
説
い
た
多
様
な
教
え
は
日
本
文
化
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、最
澄
の
一
二
〇
〇
年
大
遠
忌
を
記
念
し
て
、特
別
展
「
最
澄

と
天
台
宗
の
す
べ
て
」
を
、本
年
二
〇
二
一
年
十
月
か
ら
二
〇
二
二
年
五
月

に
か
け
て
、東
京
国
立
博
物
館
、九
州
国
立
博
物
館
、京
都
国
立
博
物
館
の

順
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
本
展
で
は
、延
暦
寺
に
お
け
る
日
本
天
台
宗
の
開

宗
か
ら
、東
叡
山
寛
永
寺
を
創
建
し
て
幕
府
と
強
固
な
つ
な
が
り
を
得
た

江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
の
天
台
宗
の
歴
史
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
日
本
各
地
で

守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
貴
重
な
宝
物
や
、『
法
華
経
』の
説
く
万
民
救
済
の

精
神
を
あ
ら
わ
す
文
化
財
を
、各
会
場
に
お
け
る
地
域
的
な
特
色
を
示
し

な
が
ら
、ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

開
催
趣
旨

最澄とは

天台宗とは

　最澄が打ち立てた日本天台宗は、釈迦の教えの中でも
『法華経』こそが完全円満な究極の教え（円教）であるとし
た中国・隋時代の天台大師智顗（538～598）の仏教理念
のもと成立しました。そこに最澄が中国で学んだ密教・禅・
大乗戒を加えた「円教・密教・禅・大乗戒」の四つの柱を
もつ点が、日本天台宗の最大の特色です。すべてのものに仏
になる素質があることを説く『法華経』の一乗思想を教えの
いしずえとしながら、弟子たちによって多様に展開した教学
は、その後、多くの祖師たちをはぐくむ母体となりました。

　伝教大師最澄は、真言宗を開いた弘法大師空海とならん
で、中国に渡って仏教を学び、新しい平安仏教の一翼を
担った名僧です。最澄の生涯は、あらゆる人々を救うという
『法華経』の説く理想の世界を実現することに捧げられまし
た。全国に『法華経』を収めた宝塔を建てる六所宝塔、比
叡山における大乗戒壇の設立の構想などはいずれも、この
理想を実現し、人々の幸せを祈るためのものでした。なかで
も、出家者にしか許されなかったそれまでの受戒を、より開
かれたものにした大乗戒壇の設立はきわめて革新的であり、
日本の仏教に大きな影響を与えました。

延暦寺  根本中堂

東伝教大師（最澄）坐像
鎌倉時代・貞応3年（1224）
滋賀・観音寺蔵

重要文化財

表紙の作品

　　　聖徳太子及び天台高僧像  十幅のうち  最澄（部分）
平安時代・11世紀　兵庫・一乗寺蔵　※展示期間：10月12日（火）～11月7日（日）（東京国立博物館）

しょうとく たい  し  およ　 　てん だい こう そう ぞう 　 じっ ぷく   さいちょう

現存最古の最澄の肖像画。頭巾をかぶり、腹前で両手を組み、椅子の上で静かに瞑想する姿が描かれる。
温かみのある華やかな彩色や、法衣にあらわされた大ぶりな文様表現に、平安仏画の特色があらわれてい
る。インド・中国・日本の天台ゆかりの人物たちを描いた十幅のうちの一つである。

ほう え

東 京国 宝

九
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き
ょ
う
け

全
国
３
つ
の
国
立
博
物
館
を
巡
回
！

各
会
場
の
特
色
と
み
ど
こ
ろ

　
最
澄
は
、比
叡
山
を
拠
点
に
『
法
華
経
』
の
教
え
を
実
践
し
、そ

の
功
徳
を
ひ
ろ
く
分
か
ち
合
う
た
め
に
、天
台
宗
の
全
国
展
開
を

計
画
し
、自
身
も
東
国
へ
教
化
の
旅
に
出
ま
し
た
。
東
京
会
場
で
は
、

東
国
を
中
心
に
全
国
に
浸
透
し
た
天
台
宗
の
精
華
を
ご
覧
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
東
京
国
立
博
物
館
の
あ
る
上
野
は
、「
東
の
比
叡
山
」
寛
永
寺
の
所
在
地
で
す
。
江
戸
時

代
、徳
川
幕
府
と
強
固
な
関
係
を
築
い
た
天
台
宗
は
、関
東
で
の
地
盤
を
固
め
、太
平
の
世
を
支
え
ま

し
た
。
本
展
は
、江
戸
天
台
の
美
術
を
ま
と
め
て
ご
覧
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
す
。
徳
川
家

の
庇
護
の
も
と
生
み
出
さ
れ
た
華
麗
な
江
戸
天
台
の
名
宝
に
も
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

東
京

　
か
つ
て
多
く
の
僧
侶
が
求
法
の
夢
を
抱
き
九
州
か
ら
大
陸
を
目

指
し
ま
し
た
。
最
澄
も
遣
唐
使
船
に
同
乗
し
て
東
シ
ナ
海
を
渡
り
、

中
国
天
台
山
で
天
台
の
教
義
を
学
び
、帰
国
後
比
叡
山
を
拠
点
に

し
て
そ
の
教
え
を
日
本
各
地
に
伝
え
ま
し
た
。
最
澄
は
入
唐
の
前
に

一
年
ほ
ど
九
州
に
滞
在
し
、大
宰
府
竈
門
山
寺
（
福
岡
県
）
や
宇
佐
八
幡
（
大
分
県
）
で
航
海
の
無
事
を

祈
り
、帰
国
後
も
神
仏
へ
の
謝
恩
の
た
め
ふ
た
た
び
九
州
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
最
澄
以
後
も
多
く
の
天
台

僧
が
九
州
を
巡
礼
し
、大
分
県
・
国
東
半
島
の
六
郷
満
山
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
霊
場
が
各
地
に
つ
く

り
だ
さ
れ
た
の
で
す
。
九
州
会
場
で
は
、最
澄
を
は
じ
め
そ
の
法
脈
を
継
ぐ
天
台
僧
た
ち
の
求
法
の
旅

と
西
日
本
に
お
け
る
伝
教
の
歴
史
を
、百
件
を
超
え
る
宝
物
に
よ
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

九
州

　
最
澄
が
、修
行
の
場
所
と
し
て
選
ん
だ
の
が
、平
安
京
の
鬼
門
に

位
置
す
る
比
叡
山
で
し
た
。
延
暦
寺
は
、天
台
宗
の
総
本
山
と
し

て
、い
ま
な
お
最
澄
の
遺
徳
を
し
の
ぶ
多
く
の
人
々
が
参
拝
に
訪
れ

ま
す
。
京
都
は
、ま
さ
に
平
安
京
と
い
う
天
台
宗
の
中
心
と
な
っ
た

地
域
で
す
。
そ
こ
で
、京
都
会
場
で
は
、京
都
を
中
心
に
、京
都
と
密
接
な
交
流
が
あ
っ
た
北
陸
や
西
国

の
寺
院
の
名
宝
に
よ
っ
て
天
台
宗
の
歴
史
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
京
都
の
方
で
も
な
か
な
か
目
に
出
来
な

い
選
り
す
ぐ
り
の
名
品
が
一
堂
に
会
し
ま
す
。
ま
た
、京
都
国
立
博
物
館
か
ら
一
歩
足
を
伸
ば
せ
ば
、天

台
宗
ゆ
か
り
の
名
所
旧
跡
が
付
近
に
数
多
く
あ
り
、展
覧
会
と
の
相
乗
効
果
で
歴
史
を
実
感
で
き
る
ま

た
と
な
い
機
会
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

京
都

薬師如来立像
平安時代・11世紀　京都・法界寺蔵

京都市の郊外、平等院のある宇治に近い
日野の法界寺で、厨子の奥深くに守られて
きた平安の秘仏。延暦寺の総本堂、根本
中堂に安置される、最澄作の秘仏本尊の
薬師如来像に近い姿と考えられており、数
多く造られた模刻像の一つと言える。像
内に最澄自作の薬師像を納めていた最澄
にゆかりの深い像でもある。

太郎天及び二童子立像
平安時代・大治5年（1130）　大分・長安寺蔵

もとは長安寺の後山にある六所権現社の主神で
あったが、明治の神仏分離によって同寺に移され
た。美豆良を結った姿は愛らしく洗練されたおだや
かな作風を示す。大治5年（1130）に天台僧円尋
など百数十名が結願し、不動三尊の化身として造ら
れた。天台密教と山岳信仰が結びついた国東独自
の信仰形態を物語る優品である。

菩薩遊戯坐像
（伝如意輪観音）
鎌倉時代・13世紀　愛媛・等妙寺蔵

愛媛県宇和島郊外の等妙寺の本尊。鎌倉時
代の作で、60年に一度のみ公開の秘仏。近年
その存在が知られた。京都岡崎公園にあった
法勝寺は、南北朝時代以降、延暦寺とは別に
特殊な受戒儀式をはじめ、黒谷流という一派を
形成し、受戒を法勝寺と遠国四戒壇に限定し
た。この地方の戒壇の一つが等妙寺で、本像
も都ぶりの優作である。

重要文化財 重要文化財
や く  し  に ょ ら い りゅう ぞ うた  ろ う て ん お よ 　 　 に  ど う  じ  りゅうぞ う

ぼ  さ つ  ゆ 　 げ 　 ざ  ぞ う

で ん に ょ  い  り ん か ん の ん

ほうかい じ

こんぽん

ちゅうどう

み ず ら

ろくしょごんげんしゃ

秘仏
寺外
初公開

秘仏

東 京九九 京



　『
法
華
経
』
を
根
本
経
典
と
す
る
天
台
の
教
え
は
、中
国
・
隋
時

代
の
天
台
大
師
智
顗
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
ま
し
た
。
鑑
真
が
日
本
に

も
た
ら
し
た
経
典
か
ら
智
顗
の
教
え
を
学
ん
だ
伝
教
大
師
最
澄
は
、

比
叡
山
延
暦
寺
を
創
建
し
、そ
の
後
研
鑽
を
深
め
る
た
め
に
中
国
に

渡
り
ま
す
。
帰
国
後
、日
本
で
天
台
宗
が
公
認
さ
れ
、従
来
の
南
都

諸
寺
院
と
の
違
い
を
鮮
明
に
し
な
が
ら
、独
自
性
を
打
ち
出
し
て

い
き
ま
す
。
波
乱
に
満
ち
た
最
澄
の
足
跡
を
、ゆ
か
り
の
名
宝
か
ら

た
ど
り
ま
す
。

　
最
澄
の
後
を
継
い
だ
慈
覚
大
師
円
仁
（
七
九
四
〜
八
六
四
）、

智
証
大
師
円
珍
（
八
一
四
〜
八
九
一
）は
、最
澄
が
中
国
で
学
ん
だ

密
教
を
、よ
り
本
格
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
中
国
の
都
、長
安
を

目
指
し
ま
し
た
。
彼
ら
に
よ
っ
て
天
台
密
教
の
基
盤
が
築
か
れ
、山

中
の
聖
地
を
回
る
修
行
、
回
峰
行
を
創
始
し
た
相
応
（
八
三
一
〜

九
一
八
）や
安
然
（
八
四
一
？
〜
九
一
五
？
）
を
経
て
教
学
的
に
体

系
化
さ
れ
ま
し
た
。
本
章
で
は
、密
教
を
取
り
入
れ
て
独
自
の
展
開

を
見
せ
た
日
本
天
台
宗
の
発
展
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　『
法
華
経
』の
説
く
「
悟
り
に
至
る
道
は
誰
に
で
も
開
か
れ
て
い

る
」
と
い
う
思
想
を
重
ん
じ
た
天
台
の
教
え
は
、天
台
教
団
が
日
本

全
国
に
広
ま
る
い
し
ず
え
と
な
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
、日
本
古
来
よ

り
信
仰
を
集
め
た
各
地
の
霊
山
で
は
、山
に
宿
る
神
々
へ
の
信
仰
に

天
台
教
学
が
取
り
込
ま
れ
、独
自
の
信
仰
を
今
日
ま
で
伝
え
る
地
域

も
あ
り
ま
す
。
本
章
で
は
、各
地
に
伝
わ
る
様
々
な
遺
品
か
ら
、各
地

域
で
花
開
い
た
天
台
宗
の
様
相
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
ま
す
。

　
十
世
紀
半
ば
、
比
叡
山
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
る
慈
恵
大
師

（
元
三
大
師
）
良
源
（
九
一
二
〜
九
八
五
）
が
、天
皇
や
藤
原
氏
か
ら

厚
い
信
任
を
得
る
と
、経
済
的
な
後
ろ
盾
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、天

台
宗
は
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。一
方
、弟
子
の
恵
心
僧
都
源
信

（
九
四
二
〜
一
〇
一
七
）
は
、世
俗
と
は
距
離
を
置
き
、当
時
の
人
々
に

不
安
を
い
だ
か
せ
た
末
法
の
世
を
背
景
に
、『
往
生
要
集
』
を
執
筆

し
ま
し
た
。
極
楽
往
生
を
願
う
浄
土
教
思
想
を
説
き
、天
台
教
学
を

取
り
込
ん
だ
天
台
浄
土
教
を
完
成
さ
せ
、多
く
の
人
々
の
支
持
を

得
ま
し
た
。
本
章
で
は
、日
本
仏
教
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
天
台

浄
土
教
を
中
心
に
、貴
族
の
信
仰
と
結
び
つ
い
た
華
や
か
な
天
台
の

名
宝
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
仏
教
が
人
々
に
浸
透
す
る
に
つ
れ
、万
人
救
済
を
目
指
し
た
『
法

華
経
』の
思
想
は
、法
然
（
一
一
三
三
〜
一
二
一
二
）
や
親
鸞
（
一
一

七
三
〜
一
二
六
三
）、日
蓮
（
一
二
二
二
〜
一
二
八
二
）
な
ど
鎌
倉

新
仏
教
の
祖
師
た
ち
を
は
ぐ
く
み
ま
し
た
。一
方
、比
叡
山
で
二
十
年

余
り
学
ん
だ
真
盛
（
一
四
四
三
〜
一
四
九
五
）
は
、源
信
が
打
ち
立

て
た
浄
土
教
信
仰
と
な
ら
ん
で
戒
律
を
重
視
し
、天
台
真
盛
宗
の
い

し
ず
え
を
築
き
ま
し
た
。
ま
た
、中
世
の
天
台
宗
で
は
、日
本
の
神
々

は
仏
が
姿
を
変
え
た
も
の
と
す
る
本
地
垂
迹
説
の
も
と
、比
叡
山
の

鎮
守
で
あ
る
日
吉
山
王
社
へ
の
信
仰
が
盛
ん
に
な
り
、山
王
神
道
が

形
成
さ
れ
ま
し
た
。
本
章
で
は
、『
法
華
経
』の
思
想
か
ら
多
様
な
展

開
を
遂
げ
た
、中
世
天
台
宗
の
様
相
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）、比
叡
山
は
織
田
信
長
に
よ
る
焼
き
討
ち

に
あ
い
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
す
が
、豊
臣
秀
吉
や
徳
川
将
軍
家

に
よ
っ
て
復
興
さ
れ
ま
し
た
。
復
興
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の

が
慈
眼
大
師
天
海
（
一
五
三
六
？
〜
一
六
四
三
）で
す
。
天
海
は
、

徳
川
家
康
に
仕
え
、没
後
東
照
大
権
現
と
し
て
神
と
な
っ
た
家
康
を

祀
る
東
照
宮
や
輪
王
寺
を
日
光
山
に
整
備
し
ま
す
。一
方
、江
戸
に

は
「
東
の
比
叡
山
」
東
叡
山
寛
永
寺
を
創
建
し
、関
東
で
の
天
台
宗

発
展
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。
本
章
で
は
、江
戸
文
化
の
一
つ
と
し

て
大
き
な
存
在
感
を
放
つ
、徳
川
将
軍
家
の
庇
護
が
生
ん
だ
華
麗
な

江
戸
天
台
の
遺
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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平安時代・12世紀
滋賀・延暦寺蔵
円仁は比叡山横川に開いた首楞厳
院（横川中堂）の本尊に聖観音を安
置した。本像はその再興像と考えら
れている。表面を素地仕上げとし、左
手で未敷蓮華をとり右手で花弁を開
こうとする姿は当時の規範となり、天
台僧のネットワークを通じて12世紀
後半頃から全国各地で模刻像が造
られた。慈愛に満ちた笑みを浮か
べ、腰を捻り右足を踏み出す姿勢は
衆生救済の歩みをあらわす。

しょう かん のん　ぼ　さつ りゅう ぞう

展
覧
会
の
構
成

最
澄
と
天
台
宗
の
始
ま
り

　―
祖
師
ゆ
か
り
の
名
宝

第
　
章
一

教
え
の
つ
ら
な
り

　―

最
澄
の
弟
子
た
ち

第
　
章
二

全
国
へ
の
広
ま
り

　―

各
地
に
伝
わ
る
天
台
の
至
宝

第
　
章
三

信
仰
の
高
ま
り

　―

天
台
美
術
の
精
華

第
　
章
四

教
学
の
深
ま
り

　―

天
台
思
想
が
生
ん
だ
多
様
な
文
化

第
　
章
五

現
代
へ
の
つ
な
が
り

　―

江
戸
時
代
の
天
台
宗

第
　
章
六

しゅりょうごんよかわ

み　ぶ れん げ

いん

最澄筆　平安時代・弘仁4年（813）　奈良国立博物館蔵
※展示期間：10月12日（火）～10月31日（日）

現存する唯一の最澄自筆の手紙。書き出しに「久隔清音」とあることか
ら「久隔帖」と呼ばれる。当時空海のもとにいた愛弟子泰範に宛てたも
ので、空海から贈られた詩の中にあった語句についての問い合わせと、
梵字法華経が手に入ったのでご覧に入れたいという、空海への伝言が
記される。謹直な文字に最澄の人柄がうかがえる。

国 宝
せき  とく 　 きゅう かく じょう

尺牘（久隔帖）

嵯峨天皇宸筆
平安時代・弘仁14年（823）
滋賀・延暦寺蔵
空海とならび称される三筆の一人、嵯峨天皇
の気品に満ち溢れた風格の書。光定は最澄
の優れた弟子の一人。戒牒とは戒を受けた
ことを示す公的な証明書のこと。最澄の悲
願、大乗戒壇の設立に尽力した光定が、そこ
で初めて授戒が行われたときに下付された
証明書である。

国 宝
こう じょう かい ちょう

さんぴつ

か　ふ

光定戒牒

聖観音菩薩立像
重要文化財

平安時代・12世紀　岐阜・願興寺（蟹薬師）蔵
岐阜県可児郡御嵩町の古刹、願興寺の秘仏本尊。東山道
の交通の要所に位置し、厚い信仰を集めてきた。最澄の東
国布教の際、この地で自刻の薬師如来像を安置したのが寺
の始まりとされる。平安時代後期の優品で、日光・月光菩薩
立像、2メートルを超える四天王立像（いずれも本展不出品）
もまた、かつての寺勢をうかがわせる。

やく　し　にょ らい  ざ  ぞう

薬師如来坐像
重要文化財

東

東

か　に　ぐん み  たけちょう がんこう じ とうざんどう

秘仏
寺外
初公開

たいはん

九 京

東



平安時代・10世紀
京都・真正極楽寺（真如堂）蔵
※展示期間：10月19日（火）～11月3日（水・祝）

紅葉の名所として知られる京都の真正極楽寺
（真如堂）の秘仏本尊。年に一度、お十夜とい
う念仏法要の最終日11月15日に厨子の扉が
開かれる。最澄の高弟、円仁の作という伝承が
ある。優しい顔立ちをした平安時代中期の名品
で、阿弥陀の立像として造られたことが確かな
もっとも古い像。

あ 　 み 　 だ にょ らい りゅう ぞう

阿弥陀如来立像
重要文化財

まさる たがね

かざり

江戸時代・17～19世紀
滋賀・日吉大社蔵
平安時代以来、日吉社の神輿は「神
輿振り」と呼ばれる強訴の象徴として
広く知られている。本神輿は、十四基
が現存している日吉大社所蔵の神輿
のうち、重要文化財に指定された七
基の一つ。日吉七社・樹下宮に相
当するもので、各部に打たれた大振
りの錺金具には日吉大社の神獣であ
る猿（神猿）を大胆かつ繊細な鏨運
びであらわしている。

ひ  よし  さん  のう  こん  どう  そう    み    こし

  じゅ  げ  ぐう
日吉山王金銅装神輿
（樹下宮）

重要文化財

慶快作　鎌倉時代・正応元年（1288）
兵庫・圓教寺蔵
性空（？～1007）は36歳で出家し、霧島山
（宮崎県・鹿児島県）や背振山（福岡県・
佐賀県）など九州各地を巡歴したのち、書
写山（兵庫県）に止住して圓教寺を開いた。
本像はその開山堂に安置されるもので、高く
盛り上がった頭部と鋭いまなざしは性空の
真容を写し出す。頭部にはガラス製と思われ
る壺が納められており、舎利が込められてい
る可能性が指摘されている。

しょう くう しょう にん  ざ  ぞう

性空上人坐像
重要文化財

平安時代・11世紀　京都国立博物館蔵
元亀2年（1571）の織田信長に
よる比叡山焼き討ちで難を逃れ
たと伝えられ、京都西郊の長法
寺に伝来していた作品。釈迦の
再生説法という珍しくも輝かしい
主題の絵で、天台宗最盛期を飾
るもっとも優れた作品の一つとし
て名高い。

国 宝
しゃ  か  きん かんしゅつげん  ず

釈迦金棺出現図

平安時代・11世紀　滋賀・延暦寺蔵
平安時代に遡る蒔絵の稀少な伝世例。延暦寺
の名宝の一つである。表面には金、銀、金と銀
の合金、銀と錫の合金など、多彩な金属粉を使
い分けて、帯状の円文に整然とした宝相華唐
草を組み合わせ、瑞雲や飛鳥を描き添えてい
る。花弁と蕊、葉と葉芯でも金属粉の色や大き
さを違える工夫があり、繊細かつ華やかな経箱
である。

国 宝
ほう そう げ  まき  え  きょうばこ

宝相華蒔絵経箱

中国　唐時代・8世紀
滋賀・延暦寺蔵
最澄が教えを受けた中国天台山・仏隴寺の行満
から相伝した、天台六祖・湛然（711～782）の袈
裟と伝えられる。釈尊が最上の袈裟の材料とした、
ぼろきれを集め縫い合わせる糞掃を意識し、焦茶に
染めた麻布の上に、染めてほぐした麻の繊維と紫麻
布の小片を散らし、一面を運針で縫い留める。

国 宝
しち じょう し のう  け　 さ

七条刺納袈裟

康音作　江戸時代・寛永17年（1640）　栃木・輪王寺蔵
慈眼大師天海の生前に造られた肖像（寿像）。
天海は、徳川家康、秀忠、家光の絶大な帰依を
受け、江戸城の鬼門に東叡山寛永寺を創建し、
比叡山延暦寺の復興造営に尽力するなど八面
六臂の活躍を見せた。寿像ならではの写実性に
富み、老いてもなお威厳をまとった迫力のある姿
に、天海の力強い生きざまをうかがわせる。

 じ  げん だい  し　   てん かい 　  ざ  ぞう

慈眼大師（天海）坐像
重要文化財

じゅぞう

絵：住吉具慶筆・詞書：胤海筆
江戸時代・延宝8年（1680）
東京・寛永寺蔵
※中巻展示期間：10月26日（火）～11月7日（日）

寛永寺を創建した慈眼大師天海の生涯を描いた
絵巻物。下巻に詞書を記した弟子の胤海と、絵
巻を描いた住吉具慶による奥書があり、延宝7年
（1679）から翌年にかけて制作されたことがわか
る。華麗な彩色と愛らしい人物描写に特徴があり、
江戸幕府御用絵師を務めた具慶の基準作として
重要。掲載は寛永寺境内を描いた場面。

じ  げん だい  し  えん  ぎ　 え  まき

慈眼大師縁起絵巻

いんかい

すみよし  ぐ  けい

しべ

しんにょどう じゅう や

しんしょうごくらく じ

ぶつろう じ

ふんぞう

たんねん

秘仏
寺外
初公開

きりしまやま

しょ

しゃ ざん

せ ぶりやま

（中巻部分）

京

京

東

京

九 京

東

東

九



伝教大師1200年大遠忌記念  特別展「最澄と天台宗のすべて」

開催概要

　「根本中堂」とは、比叡山延暦寺の総本堂であり、最澄
が建てた草庵に始まります。現在の建物は、織田信長の
焼き討ち後に徳川幕府の援助を得て寛永19年（1642）
に再建されたもの。内陣の中央には最澄自作と伝える秘
仏薬師如来像と、最澄が灯して以来消えたことのない
「不滅の法灯」が安置されています。秘仏本尊、「不滅の
法灯」と参拝者が同じ高さに位置するという、仏堂として
はきわめて珍しい構造となっており、誰もが仏になれると
いう『法華経』の精神を体感することができます。展覧会
会場では、堂内の様子を部分的に再現し、この空間を
体験いただく予定です。
　現在、根本中堂は、2016年から10年間にわたる大改
修が行われています。工事期間中も堂内の参拝ができる
ようにするとともに、工事の様子を大屋根の間近で見学
できるステージが設けられています。

延暦寺 根本中堂の一部を会場で再現！

 会　 期 2021年10月12日（火）～11月21日（日）
 会　 場 東京国立博物館 平成館　東京都台東区上野公園 13-9
 主　 催 東京国立博物館、天台宗、比叡山延暦寺、読売新聞社、文化庁
お問合せ 050-5541-8600（ハローダイヤル）  ※午前9時～午後8時／年中無休

東 京

 会　 期 2022年2月8日（火）～3月21日（月・祝）
 会　 場 九州国立博物館　福岡県太宰府市石坂 4 丁目7-2
 主　 催 九州国立博物館・福岡県、天台宗、比叡山延暦寺、読売新聞社、文化庁
お問合せ 050-5542-8600（ハローダイヤル）  ※午前9時～午後8時／年中無休

九 州

 会　 期 2022年4月12日（火）～5月22日（日）

展覧会公式サイト https://saicho2021-2022.jp/ 展覧会公式Twitter @saicho2021_2022

報道関係お問合せ

特別展「最澄と天台宗のすべて」広報事務局（ユース・プラニング センター内）
〒150-8551  東京都渋谷区渋谷1-3-9 ヒューリック渋谷一丁目ビル3F
TEL：03-3406-3419　FAX：03-3499-0958　e-mail：saicho2021-2022@ypcpr.com

 会　 場 京都国立博物館　京都市東山区茶屋町 527
 主　 催 京都国立博物館、天台宗、比叡山延暦寺、読売新聞社、読売テレビ、文化庁

特別協賛    キヤノン、ＪＲ東日本、日本たばこ産業、三井不動産、三菱地所、明治ホールディングス
 協　 賛　  清水建設、髙島屋、竹中工務店、三井住友銀行、三菱商事　　 協　 力　  NISSHA

お問合せ 075-525-2473（テレホンサービス）
京 都

Commemorating the 1200th Anniversary of Saichō’s Death: Buddhist Art of the Tendai School

こ ん  ぽ ん  ちゅう  ど う

※展示会場の限られる作品については、　  東京国立博物館、　  九州国立博物館、　  京都国立博物館で表示しています。
※東京国立博物館の展示作品のうち、期間表記のないものは通期での展示を予定しています。
※九州国立博物館、京都国立博物館の展示作品についても、期間が限定されるものが含まれます。詳細は後日展覧会公式サイト等でご確認ください。
※開館時間、休館日、入館方法等の情報は、確定し次第、展覧会公式サイト等でお知らせします。
※展示作品、会期、展示期間等については、今後の諸事情により変更する場合があります。最新情報は展覧会公式サイト等でご確認ください。

東 九 京


